
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

 

                  

                               

白石市立白川中学校 

平成３１年２月２６日 

第 １４ 号 

文責  教頭 

 

 
学校だより 
 
   
 
 
 

 
校訓 
進取…自らまず動く 

敬愛…思いやりの心 

活力…活力を生み出す 

 

 

 

白石市立白川中学校閉校式・閉校記念式典～明日への集い～ 

昭和２２年４月に，白川村立白川中学校として，生徒数１５３名で開校した本校は本年度まで７２

年の歴史を刻み続けてきました。そして，その輝かしい伝統と校風は，今日ある揺るぎない白川中学

校を築き上げ，今この場にいる生徒２７名を含む，総勢３，０２９名によって受け継がれてきました。 

７２年の間，この３，０２９名を支えていただいたのは，間違いなく，保護者の皆様，地域の皆様，

そして，白川の豊かな自然です。 

 本校校歌の冒頭に，「みどりも深き 若竹の つよく伸びゆく いきおいに」の歌詞があります。

中学生という心身ともに著しく成長する時期，ここ白川で育つ子どもたちが，強く勢いをもって成長

していくことを表現していると思います。一本一本の若竹の成長のためには，養分を多く含んだ土や，

温かな日差しが大切です。それはまさに，子どもたちを大切に見守っていただきました，保護者の皆

様，地域の皆様，卒業生の皆様のお力だと実感しております。 

 ときには優しく，ときには厳しく接していただいたおかげで，若竹は成長し，強い風にも，しなや

かにしなる大竹となって，卒業後は，地元白石市や宮城県内はもとより，日本全国，そして海外にま

で，強く勢いよく伸びていっており，社会の様々な分野で活躍しております。これまで，本校生徒に

多様な形で関わっていただきました皆様に，あらためて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 白川中学校の生徒の皆さん，本年度は，白川中学校７２年目の「特別な年度」として位置づけ，生

活してきたわけですが，すべての活動に白川中への感謝の気持ちを込めて取り組んでくれました。皆

さんの思いは，保護者の皆様や地域の皆様にも伝わり，白川地区が一体となった場面を数多くつくる

ことができました。とても素晴らしかったと思います。 

 閉校は惜別の極みではありますが，これまでの多くの先輩方が，どんな困難にも屈することなく，

夢に向かい，志高く邁進してきた白川中学校魂，いわゆる「白川魂」の精神を，今後は，１・２年生

は東中学校で，３年生は進学先の高校生活に反映していくとともに，輝かしい未来への活力にしてい

くことを期待しています。そして，来月の閉校までは，ついに４３日となりましたが，白川中での一

日一日を，大切に，そして心をこめて生活していきましょう。 

結びに，これまで本校の教育に携わってきた教職員を代表して，７２年間，物心両面において，本

校を支えていただきました，佐藤ゆかりＰＴＡ会長様はじめ，４２代に及ぶ歴代会長様，及び保護者

の皆様，平間一夫同窓会長様はじめ，３，００２名の同窓生の皆様，そして常に温かく生徒を見守っ

ていただきました，白川地区の皆様に感謝と御礼を申し上げまして挨拶といたします。 

ありがとう白川中学校 未来へつなごう白川魂        

 

平成３１年２月１６日 白石市立白川中学校 第２８代校長 杉山 孝一         

 ２月１６日（土）に，多数のご来賓の皆様をお迎えし，白石市立白川中学校の閉校式が挙行されま

した。閉校式の前後には，閉校記念式典等実行委員会主催による，記念碑除幕式や閉校記念式典～明

日への集い～が開催されました。当日は，保護者の皆様，白川在住の皆様を始め，約３５０人の皆様

に参加していただきました。参加した皆様からは，「胸がジーンとする場面あり，笑顔ありで，大変

温かい気持ちになりました」等々，様々な感想をいただきました。会場の皆様と思いを共有できた閉

校式・閉校記念式典になりました。これまで記念誌制作・式典開催・記念碑建立の事業に携わってい

ただいた閉校記念式典等実行委員会・専門委員会の皆様，多方面にわたり多大なるご支援をいただい

たすべての皆様に，深く感謝申し上げます。 

 



４日（月）生徒会集会 

５日（火）部活動なし                

６日（水）公立高校後期選抜 

      １・２年実力テスト 

    ８日（金）同窓会入会式（全学年） 

         部活動なし 

    ９日（土）第７２回卒業式 

         部活動なし 

   １１日（月）振替休業日（３／９分） 

         みやぎ鎮魂の日 

   １３日（水）職員会議 

         部活動なし 

   １４日（木）ＰＳＣ活動 

         公立高校後期選抜合格発表 

１５日（金）修了式 

      部活動なし 

１６日（土）～４月７日（日）春休み 

１８日（月）東中への物品移動①   

   １９日（水）東中への物品移動② 

   ２０日（木）部活動あり（午前） 

   ２２日（金）部活動あり（午前） 

   ２５日（月）東中との部活動交流（午前） 

         スクールバスで移動 

         白川中８：３０発 

   ２７日（水）旅立ちの集い（離任式） 

         ９：４５体育館開場 

１０：００開始 

東中への物品移動③      

   ２８日（木）東中との部活動交流（午前） 

         スクールバスで移動 

         白川中８：３０発 

 

 

   

              

         

        

白石ﾕﾈｽｺ協会新春のつどいで生徒発表 

生文大出前授業～ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ～ 

校内百人一首大会！ 

                    

                      

 

 
 

                  

 

 

 

    

                                           

 

 

 

                                      

 

 

 

 

  

  

             

          

                     

 

 

                       

 

                      

 

 

                       

 

 

 

 

                                     

 

 

 

              

 

 

３月は全て５時間授業のため，下校時間

は以下の通りとなります。 

〇帰りの会終了 １４：５０ 

＊部活動・諸活動がない場合は，この

時間に下校となります。 

〇活動終了時間 １６：３０ 

〇完全下校時間 １６：４５  

 

  

 ２月３日（日）白石市中央公民館を会場に「白石

ユネスコ協会新春のつどい」が開催されました。白

川中学校は平成２０年度にユネスコスクールの加

盟が承認され活動に取り組んできました。今回は，

２年生の大野吾慧くんと山田陽介くんが学校を代

表して，学校の取組を発表しました。伝統行事であ

る巣箱作りと立志登山を通して，自然環境を大切に

する精神を学んだことを分かりやすく堂々とした

態度で発表しました。 

 ２月１４日（木）の２・３校時に，東北生活文化

大学の瀬戸典彦教授による美術の出前授業を実施

しました。「友達と協力し，白川中にある材料を使

ってランドマークをつくろう」という学習活動でし

た。７つの縦割り班ごとに，木の枝や石などを組み

合わせながら作品制作に取り組みました。完成後

に，それぞれの作品を全員で見て回り，生徒たちの

説明後に瀬戸先生から講評をいただきました。発想

のユニークさや表現の大胆さなど生徒たちの良さ

を褒めていただきました。生徒たちは，積極的に活

動しアートの世界の面白さを堪能したようです。 

 今年も国語科による全

校生徒対象の百人一首大

会が行われ，チーム戦で競

い合いました。個人では上

級ｺｰｽで黒田茉李さん，中

級ｺｰｽで平間綾音さんと，

大野吾慧くん，初級ｺｰｽで

坂口楓波くんが優勝しま

した。楽しみながら伝統文

化に親しんでいました。 

 

団体戦優勝チーム！ 


